
自動化までのフロー
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現場の課題に対し、自動化をどう進めるか？
検討時の考え方や注意点は、何があるか？

自動化することによる課題解決
①省人化（課題①と④が解決）

②高い繰り返し精度（課題②が解決）

③データインテグリティ対応（課題①が解決）

なぜ自動化をするか（現場の課題）
①実験、品質検査の作業量が膨大化し、作業に携わる時間が増大している

②個人差による実験誤差の発生とその原因解析に必要な時間の発生

③作業者安全を担保する為の安全な作業環境の確保

④人手不足

自動化検討にあたり
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一部工程を自動化する場合
少量対品種など様々な作業があり、複数作業者が同時に色々な作業を行っている現場に向いている。

精度や記録が必要な一部工程をユニット化して自動化する。

メリット ：記録が必要な作業で、自動で記録が残る。

導入費用が抑えられる。

デメリット ：ユニット間の作業は人が介在する為、省人化メリットが小さい。

全工程を自動化する場合
同じ作業を大量に繰り返し行う現場に向いており、少量多品種（作業が異なる）の場合は、費用対効果が少ない。

費用対効果は5年の減価償却が目安となる。

従事する作業者にかかるコストが600万円/1年の場合、600万円×5年＝3000万円が目安。

メリット ：大きな省人化効果が見込まれる。

全工程の作業記録が残る為、試験レポートとして活用するメリットが大きい（DI対応）。

デメリット ：工程内容により大規模なシステムとなり、費用が高額になる。

広い設置スペースが必要。

立ち上げに期間を要する。

自動化検討にあたり
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↑ 明確化できると構想図検討が進められる！

要求仕様の明確化

・現在どのような試験工程か？

・どのような資材、機器を使うのか？

・目標処理能力、タクトタイムは？

・設置スペースは？

・予算規模は？

・自動化に適した工程に変更は可能か？

例） 体積管理しているところを重量管理に変更可能か？

資材の変更は可能か？

資材の共通化は可能か？

現状の把握 （まず明確にしていきたい内容）
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※タクトについて少し補足ですが。。。

ロボットは腕一本分の作業量のイメージで、
基本的には、両手を自在に扱える人の作業の方が早い。。
どのような機器・機構構成で、どのような時間帯で、自動化
するかも重要な検討要素。



全工程を自動化するのがよいか
or

一部自動化するのがよいか
（ユニット化して複数ユニットを活用するか）

要求仕様の明確化

たたき台構想図＋タクト計算書

・運用上の課題確認

・要求タクトに対する評価

・費用対効果に対する評価

・個々のユニット動作方法
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要求仕様の明確化

・上位システムとの連携方法

・データインテグリティの対応

・コンピュータシステムバリデーションの対応

さらに詳細へ・・・

システムの構成検討
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要求仕様の明確化
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要求仕様が確定するまでループする



PoCでの検討

本システム設計前のPoC（Proof of Concept：実証証明）

例えば。。。

・ホールピペットの分注精度確認

・送液ポンプの分注精度確認

・褐色メスフラスコのメスアップ確認

・培地表面の高さ検出

・培地へのフィルター貼り付け確認

・ロボットを使った振り混ぜ動作検証

・特殊な資材の取り扱い方法

etc・・・
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・お客様が必要に感じている箇所
・ヤマト科学が必要に感じている箇所
※無償 or 有償 は 規模による


